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富ふ

士じ

秋し

う

霽せ

い

―
吉
田
茂
翁
の
志
操
―

照

沼

好

文

　

大
磯
・
西
小
磯
の
旧
吉
田
茂
邸
が
全
焼
（
平
成
二
一
年　

三
月
二
二
日
朝
）
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
早
く
も
二
年
余
の
歳
月
が
流
れ
た
。

　

西
小
磯
の
旧
吉
田
邸
内
の
七
賢
堂
へ
通
ず
る
参
道
を
途
中
か
ら

折
れ
て
、
松
林
の
な
か
の
小
道
を
丘
の
上
に
登
っ
て
い
く
と
、
相

模
湾
を
眺
望
し
、
西
に
富
士
山
を
遠
望
で
き
る
「
見
晴
し
台
」
に

辿
り
着
く
。
こ
の
一
角
に
吉
田
翁
の
銅
像
が
建
っ
て
い
る
が
、
丁

度
旧
吉
田
邸
の
南
側
に
位
置
す
る
。
吉
田
翁
は
生
前
、
こ
こ
を
好

ん
で
散
策
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
辺
一
帯
の
敷
地
約
一
万
坪
（
三
三
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

は
、
吉
田
翁
の
養
父
健
三
氏
が
明
治
十
七
年
に
、
眼
前
に
太
平
洋

の
大
海
原
、
松
林
を
渡
っ
て
聞
え
る
松
籟
、
そ
れ
に
富
士
山
の
遠

望
―
こ
う
し
た
風
景
と
環
境
と
を
好
ん
で
別
荘
を
営
み
、「
松
籟

邸
」
と
名
づ
け
て
住
ん
だ
景
勝
の
地
で
あ
る
。

　

さ
き
の
吉
田
翁
の
銅
像
は
高
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
で
、
眼
鏡
を
か
け
袴
を
つ
け
た
和
服
の
姿
で
、
右
手
に
ス
テ
ッ

キ
そ
し
て
左
手
に
葉
巻
を
も
っ
た
散
歩
姿
の
立
像
で
あ
る
。
背
後

に
秀
麗
富
士
、
前
方
に
相
模
湾
、
そ
の
向
こ
う
に
対
日
講
和
条
約

締
結
の
地
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
さ
ら
に
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
を

見
据
え
る
よ
う
に
、
吉
田
翁
は
立
っ
て
い
る
。

　

嘗
て
、
作
家
の
辻
井
喬
氏
は
大
磯
の
旧
吉
田
邸
に
つ
い
て
、
家

屋
内
の
配
置
や
ま
わ
り
の
景
観
を
、
爽
や
か
な
筆
致
で
紹
介
し
て

い
る
。大

磯
・
旧
吉
田
邸
は
、
西
端
に
大
き
な
ガ
ラ
ス
を
嵌
め
た
サ

ン
・
ル
ー
ム
が
あ
り
、
中
に
は
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
や
洋
蘭
や

椰
子
を
植
え
て
寛
げ
る
よ
う
に
作
っ
て
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
、

寝
室
に
使
わ
れ
て
い
た
二
階
の
窓
か
ら
は
、
海
を
隔
て
て
晴

随

想
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れ
て
い
る
と
富
士
が
見
え
る
。
も
っ
と
も
相
模
湾
は
玄
関
か

ら
サ
ン
・
ル
ー
ム
に
行
く
間
の
縁
か
ら
も
眺
め
ら
れ
た
が
、

春
に
は
桜
も
軒
を
覆
う
よ
う
に
し
て
満
開
の
花
を
つ
け
た
。

そ
し
て
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
晩
年
の
吉
田
茂
は
自
分
の
生

涯
を
振
り
返
り
、
明
治
以
後
の
歴
史
の
変
遷
と
将
来
の
日
本

の
姿
に
つ
い
て
思
い
を
巡
す
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
は
な

い
か
。（『
新
潮
44
　

』・　

昭
66
　

・
８
月
号
。）

　

爛
漫
の
桜
花
の
も
と
で
秀
麗
な
富
士
の
山
容
を
仰
ぎ
、
爽
や
か

な
松
籟
と
潮
騒
の
響
の
な
か
に
、
静
思
黙
考
し
て
去
来
す
る
国
の

姿
を
み
つ
め
る
、
晩
年
の
吉
田
翁
を
辻
井
氏
は
描
い
て
い
る
。
と

く
に
、
晩
年
の
吉
田
翁
は
玲れ

い

瓏ろ
う

富
士
の
山
容
に
、
憧
憬
の
念
を

も
っ
て
い
た
。
翁
の
長
男
健
一
氏
は
、

父
は
富
士
が
好
き
で
、
父
が
ゐ
る
所
か
ら
西
側
の
ガ
ラ
ス
戸

越
し
に
晴
れ
た
日
に
は
富
士
が
よ
く
見
え
る
こ
と
が
そ
こ
を

自
分
の
居
場
所
に
選
ん
だ
理
由
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
曽
て

チ
ャ
ア
チ
ル
に
会
っ
て
、
日
本
に
来
ら
れ
な
い
の
な
ら
せ
め

て
絵
で
富
士
を
見
せ
る
こ
と
を
約
束
し
、
同
じ
大
磯
に
住
ん

で
お
出
で
に
な
る
安
田
靱
彦
画
伯
に
お
願
ひ
し
て
そ
の
絵
を

書
い
て
戴
き
、
そ
の
う
ち
の
一
枚
を
チ
ャ
ア
チ
ル
に
送
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
…
…
（『
新
編
三
文
紳
士
』
筑
摩
書
房
・
昭
和

四
九
年
八
月
三
〇
日
刊
。
二
二
三
頁
。）

と
、
吉
田
翁
の
日
常
生
活
に
お
け
る
富
士
山
の
存
在
、
富
士
山
を

と
お
し
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
卿
と
の
固
い
人
間
的
な
交
流
を
も
っ
た

こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
吉
田
翁
は
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日
に
、
欧

米
七
ヵ
国
歴
訪
の
旅
行
に
出
発
、
同
年
十
一
月
十
七
日
に
帰
国
し

た
が
、
そ
の
途
中
十
月
二
十
一
日
―
二
十
八
日
の
一
週
間
に
旧
知

の
ロ
ン
ド
ン
で
は
女
王
謁
見
、
英
国
議
会
で
の
日
英
関
係
に
つ
い

て
の
演
説
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
主
催
の
晩
餐
会
出
席
な
ど
の
行
事

を
消
化
し
た
。
と
く
に
、
吉
田
翁
は
チ
ャ
ー
チ
ル
卿
に
対
す
る
印

象
、
英
国
人
に
対
す
る
印
象
を
、『
回
想
十
年
』
の
中
に
率
直
に

述
べ
て
い
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
歓
待
は
、
儀
礼
的
、

形
式
的
で
は
な
く
、
全
く
親
切
の
こ
も
っ
た
心
づ
か
い
で

あ
っ
た
。（
中略
）

　

し
か
し
率
直
に
い
う
と
、
私
が
こ
ん
ど
の
旅
行
の
途
に
上

る
頃
の
日
英
関
係
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
経
済
方
面
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
余
り
愉
快
で
は
な
い
懸
案
や
問
題
が
残
っ

て
い
た
の
で
、
英
国
へ
乘
り
込
む
こ
と
は
、
公
的
に
は
実
の

と
こ
ろ
、
そ
れ
ほ
ど
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
来

て
見
る
と
、
そ
こ
は
英
国
人
で
あ
る
。
一
旦
友
人
と
な
れ
ば

友
情
は
友
情
、
綈て

い

炮ほ
う

恋
々
故
人
情
、
誠
に
う
る
わ
し
い
。

（『
回
想
十
年
』
第
一
巻
所
収
、「
五
、
旧
知
多
き
英
京
へ
」
東
京
白

川
書
院
・
昭
・
五
七
・
一
一
・
五
刊
」。
二
二
一
頁
―
二
二
三
頁
。）

　

こ
う
し
た
温
い
印
象
を
い
だ
き
な
が
ら
、
二
十
八
日
ロ
ン
ド
ン

を
発
っ
て
、
吉
田
翁
は
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
港
か
ら
ク
イ
ン
・
メ
リ
ー
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号
で
米
国
へ
向
っ
た
。
こ
の
時
、
ク
イ
ン
・
メ
リ
ー
号
の
船
上
か

ら
大
磯
在
住
の
安
田
靱
彦
画
伯
宛
に
、
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

　
吉
田
茂
記
念

事
業
財
団
編

『
吉
田
茂
書
翰
』（
中
央
公
論
社
・
一
九
九

四
年
十
二
月
二
五
日
刊
）
を
見
れ
ば
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
書
簡
が
載
っ
て
い
る
。

拝
啓
、（
前略
）扨
而
小
生
共
其
後
元
気
ニ
且
つ
愉
快
ニ
各
国
周
遊

罷
在
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
過
日
ロ
ン
ド
ン
首
相
邸
招

宴
の
砌
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
よ
り
、
数
十
年
前
母
君
よ
り
日

本
漫
遊
の
話
を
聞
き
、
日
本
の
事
ニ
興
味
を
も
ち
分
而
富
士

の
秀
麗
世
界
ニ
冠
た
る
を
今
ニ
聞
覚
居
と
申
さ
れ
、
且
今
尚

画
筆
を
揮ふ

る
う
を
無
上
の
楽
し
み
ニ
致
居
る
由
、
甚
た
愉
快
気
ニ

語
出
ら
れ
、
当
夜
ハ
分
け
て
好
機
嫌
な
り
し
由
、
小
生
よ
り

ハ
帰
朝
後
我
一
流
画
伯
ニ
依
頼
し
富
士
の
画
を
贈
呈
可
致
と

約
し
置
候
、
就
て
も
し
御
気
分
ニ
叶
候
得
者
大
磯
よ
り
眺
め

た
る
富
士
を
御
書
き
願
上
度
、
も
し
又
御
差
支
も
候
得
共
何

人
か
御
撰
定
被
下
御
依
頼
願
度
、
老
首
相
ハ
兼
�
日
本
ニ
好

意
を
有
せ
ら
れ
昨
年
皇
太
子
殿
下
御
渡
英
当
時
も
礼
を
尽
し

歓
迎
の
意
を
表
せ
ら
れ
し
由
、
是
非
ニ
我
名
家
の
作
を
以
而

其
厚
意
ニ
酬
度
、
宜
敷
御
願
申
上
候
、
小
生
共
も
十
一
月
中

旬
帰
朝
、
其
節
拝
晤
を
得
て
委
細
申
陳
候
心
得
ニ
候
得
共
、

不
取
敢
此
段
願
出
候
、（
下略
）　
（
七
六
七
頁
～

七
六
八
頁
。
）

　

吉
田
翁
に
し
て
は
珍
し
く
比
較
的
長
文
の
書
簡
を
も
っ
て
、

チ
ャ
ー
チ
ル
卿
に
贈
呈
す
る
た
め
に
、
富
士
山
の
作
画
を
安
田
画

伯
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
田
画
伯
宛
の
他
の
吉
田
書
簡
（
昭
和
〔
二
九
〕
年

一
一
月
二
八
日
付
）
で
は
、

先
の
書
簡
を
敷
衍
し
て
、
チ
ァ
ー
チ
ル
卿
と
画
の
贈
呈
を
約
束
す

る
に
至
っ
た
経
緯
を
申
し
送
っ
て
い
る
。

拝
復　

早
速
之
御
書
難
有
拝
読
仕
候
、
途
中
よ
り
申
上
候
通
、

英
国
ニ
て
英
首
相
と
の
口
約
も
有
之
、
是
非
ニ
御
引
受
願
敷
、

仝
氏
ハ
兼
�
日
本
之
友
人
と
し
而
好
意
を
有
せ
ら
る
ゝ
人
ニ

有
之
、
且
つ
今
や
画
筆
ニ
親
む
事
唯
一
の
楽
し
み
と
す
る
旨

過
日
も
語
出
ら
れ
、
其
幼
時
日
本
来
游
の
母
君
よ
り
富
士
の

話
を
聞
き
訪
日
之
上
自
ら
筆
ニ
し
て
見
た
し
と
の
話
よ
り
富

士
の
画
を
送
る
事
ニ
相
成
候
次
第
ニ
有
之
、
先
便
そ
こ
ま
で

委
し
く
申
上
候
哉
否
や
覚
束
か
な
く
更
ニ
願
上
候
事
ニ
候
、

委
細
ハ
そ
の
内
拝
芝
万
縷
の
心
得
ニ
候
、
頓
首

　

こ
れ
ま
で
の
吉
田
翁
の
書
簡
か
ら
、
チ
ャ
ー
チ
ル
卿
の
富
士
山

に
対
す
る
羨
望
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
と
思
う
が
、
吉
田
翁
が
白
羽

の
矢
を
立
て
た
安
田
画
伯
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
富
士
山
を
対
象
に

し
た
画
を
描
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

評
論
家
竹
田
道
太
郎
氏
に
拠
れ
ば
、
安
田
画
伯
は
昭
和
二
十
年
、

山
中
湖
畔
に
疎
開
し
て
二
ヵ
月
余
り
、
間
近
に
見
事
な
富
士
の
山

容
を
朝
夕
凝
視
す
る
う
ち
富
士
山
に
魅
せ
ら
れ
、
昭
和
三
十
年
秋

頃
か
ら
漸
く
富
士
山
を
作
画
の
対
象
に
据
え
た
。
描
い
て
み
る
と
、

他
の
題
材
に
な
い
魅
力
を
、
富
士
は
豊
富
に
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
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描
く
心
、
眺
め
る
気
分
に
よ
っ
て
、
富
士
は
ど
う
に
で
も
表

現
で
き
る
の
だ
。
ま
た
、
富
士
は
色
で
自
由
に
感
情
を
表
わ

し
て
く
れ
る
。
黎
明
を
描
け
ば
清
冽
な
気
を
漂
わ
す
。
曙
の

姿
に
は
強
さ
や
知
性
さ
え
匂
わ
せ
る
。
…
…

　

と
、
竹
田
氏
は
作
家
の
こ
こ
ろ
を
代
弁
し
て
い
る
が
、
安
田
画

伯
の
富
士
の
画
に
は
「
観
念
で
は
な
い
品
格
が
あ
る
」
と
結
ん
で

い
る
。（
竹
田
道
太
郎
著
『
安
田
靱
彦
』、
中
央
公
論
美
術
出

版
、
一
九
八
八
年
・
一
〇
月
二
八
日
刊
、
二
三
〇
頁
。）

　

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
三
十
一
日
付
西
春
彦
氏
宛
吉
田
書

翰
の
一
節
に
、
安
田
画
伯
が
富
士
を
描
く
に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ

た
箇
処
が
見
え
る
。

尚
又
画
は
当
地
大
磯
在
住
の
友
人
安
田
靱
彦
氏
の
作
ニ
て
小

生
帰
朝
後
直
ニ
英
国
首
相
ニ
贈
呈
す
る
も
の
と
の
由
来
を
申

聞（
マ
ヽ
）け
依
頼
せ
る
も
の
ニ
て
、
尓
来
年
余
自
ら
富
士
を
種
々
の

方
面
よ
り
実
地
視
察
研
究
の
上
書
上
げ
た
る
も
の
、
初
め
氏

ハ
富
士
の
研
究
不
充
分
な
れ
ハ
横
山
大
観
ニ
頼
み
く
れ
と
て

固
辞
せ
る
を
小
生
よ
り
た
っ
て
ニ
た
の
み
た
る
結
果
研
究
を

初
め
漸
く
昨
今
出
来
上
り
た
る
苦
心
の
作
ニ
有
之
云　

　

云

（『
吉
田
茂

書
翰
』

四
七

五
頁
。）

　

か
く
て
、
苦
心
の
結
果
、
安
田
画
伯
の
富
士
の
画
は
完
成
し
た
。

昭
和
〔
三
十
一
〕
年
四
月
四
日
付
、
安
田
画
伯
宛
の
吉
田
書
簡
に

は
、

拝
復　

美
事
な
る
富
士
出
来
上
り
難
有
候
、
就
て
来
る
十
日

英
加
両
国
大
使
招
待
披
露
仕
度
、
当
日
午
餐
御
都
合
被
下
御

来
会
被
下
候
得
者
望
外
之
仕
合
ニ
候
、
先
ハ
御
礼
旁
御
案
内

ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
�
敬
具

と
、
安
田
画
伯
へ
招
待
状
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
駐
英
大
使

西
春
彦
氏
に
託
し
て
、
吉
田
翁
は
安
田
画
伯
の
画
を
チ
ャ
ー
チ
ル

卿
に
贈
っ
た
。
先
の
昭
和
三
十
一
年
五
月
三
十
一
日
付
、
西
氏
宛

の
吉
田
翁
書
簡
に
は
、

拝
啓　

其
後
意
外
の
御
不
沙
汰
愈
�
御
仕
剛
奉
賀
候
、
扨
而

先
年
訪
英
の
砌
、Sir W

inston Churchill

氏
ニ
富
士
山
の

画
を
贈
る
こ
と
を
約
束
し
五
月
初
外
ム
省
経
由
貴
館
ニ
送
り

置
候
、
船
は
六
月
中
旬
着
英
と
承
知
致
候
、
何
卒
乍
御
手
数

仝
氏
ニ
御
贈
呈
被
下
度
、
仝
氏
宛
書
面
ハ
多
分
貴
館
ニ
既
送

と
存
候
、
云　
　

々
（
四
七
五
頁
。）

と
、
西
駐
英
大
使
に
チ
ャ
ー
チ
ル
卿
へ
の
贈
呈
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
十
七
日
付
安
田
画
伯
宛
の
吉
田
書

簡
に
拠
れ
ば
、

拝
啓　

過
日
突
然
参
上
、
却
而
失
礼
致
候
、
先
達
英
西
〔
春

彦
〕
大
使
よ
り
来
状
、
チ
ャ
ー
チ
ル
前
首
相
ニ
富
士
山
額
贈

呈
の
次
第
詳
細
申
参
ら
れ
、
次
て
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
来
翰
送
付

越
候
ニ
付
、
不
取
敢
差
上
候
、
仝
氏
書
簡
の
返
事
ハ
外
務
省

ニ
依
頼
起
案
可
致
候
ニ
付
、
御
序
ニ
本
文
小
磯
拙
宅
へ
御
よ
こ
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し
願
上
候
、
先
ハ
右
要
用
耳
、
書
外
ハ
譲
拝
青
候
、
敬
具　

（
七
七
一
頁
。）

と
、
チ
ャ
ー
チ
ル
卿
の
も
と
に
画
が
無
事
届
い
た
旨
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
西
春
彦
氏
の
著
書
『
わ
が
外
交
と
随
筆
』（
サ
ザ
ン
ク

ロ
ス
・
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
昭
和
六

〇
年
四
月
二
九
日
刊
）
の
口
絵
に
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
チ
ャ
ー
ト
ウ
ェ
ル

に
、
西
大
使
が
チ
ャ
ー
チ
ル
卿
を
訪
ね
吉
田
翁
か
ら
託
さ
れ
た
画

を
、
卿
に
贈
呈
し
て
い
る
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

　

さ
き
の
竹
田
氏
の
書
物
に
は
、
安
田
画
伯
か
ら
聞
い
た
話
と
し

て
、
吉
田
翁
に
ま
つ
わ
る
富
士
山
の
話
が
載
っ
て
い
る
。
吉
田
翁

の
晩
年
に
、
側
近
の
政
治
家
た
ち
が
集
っ
て
、
翁
に
何
か
贈
物
を

し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
翁
の
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
安

田
画
伯
の
画
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
福
永
建
司
氏
が
画
伯
に

作
画
の
依
頼
に
訪
れ
た
。
し
か
し
、
生
憎
仕
事
が
一
杯
で
あ
っ
た

た
め
、
画
伯
が
断
る
と
、
福
永
氏
は
困
惑
の
態
で
あ
っ
た
の
で
、

以
前
「
吉
田
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
五
賢
堂
か
ら
眺
め
た
富
士
を
描

く
約
束
が
あ
る
が
、
ま
だ
果
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
方
に
そ
れ

を
廻
し
ま
し
よ
う
」
と
約
束
し
た
も
の
の
、
安
田
画
伯
描
け
ず
に

い
た
と
い
う
。

　

偶
々
、
吉
田
翁
は
安
田
画
伯
に
「
約
束
の
絵
は
ど
う
し
た
」
と

問
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
画
伯
は
、

さ
す
が
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

に
虫
も
知
ら
せ
た
の
か
、
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ
て
、（
中略
）
大
磯

の
ロ
ン
グ
・
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
（
当
時
、
大
磯
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
の
富
士
を
遠
望

で
き
る
部
屋
か
ら
少
し
写
生
を
し
た
。
そ
の
翌
日
は
吉
田
邸

に
行
っ
て
庭
の
方
に
入
る
と
、
顔
見
知
り
の
秘
書
が
出
て
来

て
、
申
し
訳
け
な
い
が
、
今
日
は
取
り
込
み
中
な
の
で
と
、

い
い
難
そ
う
に
頭
を
下
げ
る
の
で
、
妙
な
気
持
で
家
に
戻
り
、

暫
く
し
て
テ
レ
ビ
で
翁
の
訃
を
知
っ
て
驚
愕
し
た
そ
う
で
、

「
私
が
ロ
ン
グ
・
ビ
ー
チ
で
富
士
を
描
い
て
い
る
頃
と
吉
田

さ
ん
が
最
後
に
富
士
を
見
た
い
と
い
わ
れ
た
時
間
と
ど
う
も

同
じ
位
だ
っ
た
ら
し
い
」（
二
四
九
頁
―

二
五
〇
頁
。
）

と
、
安
田
画
伯
の
語
っ
た
回
顧
談
が
載
っ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
奇

縁
で
あ
る
。

　

元
国
連
大
使
加
瀬
俊
一
氏
は
、『
吉
田
茂
の
遺
書
』（
讀
賣
新
聞
社
・

昭
和
四
二
年
一

二
月
一

五
日
刊
）
の
中
に
、
吉
田
翁
と
の
永
別
を
こ
う
記
し
て
い
る
。

私
は
例
年
の
よ
う
に
、〔
吉
田
翁
の
〕
誕
生
日
の
前
日
に
大

磯
を
訪
ね
、
水
入
ら
ず
で
歓
談
し
、
思
っ
た
よ
り
も
元
気
な

の
で
安
心
し
た
の
だ
が
、
辞
去
す
る
時
に
は
、
黄た

そ

昏が
れ

の
富
士

が
残
照
を
浴
び
て
、
荘
厳
に
輝
い
て
い
た
。

「
あ
あ
、
こ
れ
が
吉
田
さ
ん
だ
」
と
思
っ
て
、
し
ば
し
み
と

れ
て
い
る
と
、
見
送
り
に
立
っ
た
老
主
人
は
、
私
と
肩
を
並

べ「
い
つ
見
て
も
い
い
ね
。
ま
た
、
見
に
来
て
下
さ
い
」

　

と
優
し
く
言
っ
た
。
そ
の
時
の
、
ひ
と
懐な

つ

こ
い
微
笑
は
、
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い
ま
な
お
私
の
眼
底
に
あ
ざ
や
か
に
残
っ
て
い
る
。

　

聞
け
ば
、
死
の
前
日
、
故
人
は

「
富
士
山
を
見
た
い
」

　

と
言
っ
て
、
ベ
ッ
ト
の
う
え
に
す
わ
り
、
晴
天
に
そ
び
え

立
つ
美
し
い
山
容
に
飽
か
ず
な
が
め
入
っ
た
、
と
い
う
。
そ

の
富
士
は
い
ま
暗
夜
に
姿
を
没
し
、
そ
の
人
は
既
に
亡
い
。

淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

※

　

吉
田
翁
の
没
後
五
年
を
経
て
、
安
田
画
伯
は
画
中
に
五
賢
堂

（
の
ち
に
七
賢
堂
）
を
描
き
、「
富
士
晴
る
る
」
と
題
し
た
作
品
を

完
成
し
て
、
翁
の
霊
前
に
供
え
た
。
の
ち
に
「
富
士
秋し

う

霽せ
い

」
と
改

題
し
て
、
第
二
七
回
春
の
院
展
に
出
品
し
て
い
る
。（
重
田
哲
三
氏
の

「
先
生
と
の
座
談

の
中
か

ら
」
参
照
。）

　

最
近
、
吉
田
翁
の
高
潔
な
志
操
と
、
そ
の
名
声
は
一
段
と
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
加
瀬
俊
一
氏
は
翁
の
孤
芳
を
、
こ
う
述
べ
て

い
る
。「

山
中
流
泉
」
と
題
す
る
美
し
い
唐
詩
が
あ
る
。
山
の
な
か

を
泉
を
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の
名
を
き
い
て
も
知
る
人
は
な

い
。
た
だ
、
日
夜
流
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

恬て
ん

淡た
ん

、
人
ノ
見
ル
ナ
ク

　

年
々
、
オ
ノ
ズ
カ
ラ
清
シ

と
結
ん
で
い
る
。		



　
　
　
（
日
本
文
芸
社
版
『
吉

田
茂
の
遺
言
』
参
照
。）

　

ま
こ
と
に
、「
故
人
の
風
姿
」
を
偲
ぶ
に
相ふ
さ
わ応
し
い
至
言
で
あ

る
。

　
〔
研
究
余
滴
〕

　
　

吉
田
茂
の
こ
と
ば

　

と
く
に
明
治
の
指
導
者
た
ち
は
す
ぐ
れ
た
「
勘
」
を
も
っ
て
い

た
。
だ
か
ら
私
は
事
あ
る
ご
と
に
「
勘
」
の
必
要
を
説
い
て
き
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
勘
」
と
い
う
も
の
は
幸
運
と
同
じ
よ
う

に
、
つ
く
り
出
そ
う
と
し
て
つ
く
り
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
ら
は
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た
歴
史
の
感
覚
を
も
ち
、
勤
勉
に
働
く

国
民
に
与
え
ら
れ
る
一
種
の
贈
り
物
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
自

分
た
ち
の
成
功
に
酔
っ
た
り
、
実
力
を
過
信
す
る
人
び
と
に
は
、

幸
運
も
「
勘
」
も
与
え
ら
れ
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
の
歴
史

も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

吉
田
茂
著
『
日
本
を
決
定
し
た
百
年
』（
三
頁
）
よ
り

（
元
水
府
明
徳
会
彰
考
館
副
館
長
）


